
六ろ
く

条で
う

内だ
い

裏り

〔
拾し
ふ

芥か
い

抄せ
う

に
云
、
北
は
六
条
坊
門
、
南
は
六
条
通
、
西
は
東
洞
院
、
東
は
高
倉
な
り
。
白
河
院
承
保
二
年
新
宮
を
造
給
ふ
、

六
条
内
裏
こ
れ
な
り
、
又
六
条
院
と
も
い
ふ
。
皇
女
郁い
う

芳は
う

門も
ん

院ゐ
ん

も
住
せ
給
ふ
所
な
り
、
皇
女
薨
じ
給
ふ
後
寺
と
な
し
て
六
条
御み

堂だ
う

と
号
す
。

弘
長
年
中
、
聖
一
国

し
や
う
い
ち

師
の
徒
弟
湛た
ん

昭せ
う

、
六
条　
ノ

御み

堂だ
う

を
革
あ
ら
た
めて

禅
刹
と
な
す
、
万ま
ん

寿
寺
こ
れ
な
り
。
其
後
万
寿
寺
焼
失
し
ぬ
れ
ば
、
東
福
寺
の
塔

頭
三
聖
寺

さ
ん
し
や
う

の
内
に
遷
す
〕

園
太
暦
云
　
　
白
河
院
承
保
三
年
八
月
卅
日
、
六
条　
ノ

新
宮
棟
上
也
、
讃さ
ぬ

岐き
の

守か
み

顕あ
き

季す
ゑ

造2

営
之1

。

百
練
抄
云
　
　
承
保
二
年
十
二
月
廿
一
日
、
遷2

幸　
ス

新
造　
ノ

六
条
皇
居　
ニ1

。

中
右
記
云
　
　
寛
治
八
年
正
月
三
日
、
行2
幸
上
皇　
ノ

御
所
六
条
殿　
ニ1

郁い
う

芳は
う

門
院
同　
ク

御　
ス2

此
所　
ニ1

。

百
練
抄
云
　
　
保
安
四
年
十
一
月
十
日
、
六
条　
ノ

院
焼
亡　
ス

、
本も
と

郁い
う

芳は
う

門
院　
ノ

御
在
所
今
為2

仙
洞　
ト1

。

六
条
院
に
て
落
花
入
簾
と
云
題
を
読
せ
給
ひ
し
に

家
　
　
集
　
　
桜
花
こ
す
の
ま
ど
を
り
散
か
ら
に
ち
り
さ
へ
け
ふ
は
は
ら
は
で
ぞ
み
る
　
　
　
六
条
修
理
大
夫

中
右
記
云
　
　
天
仁
元
年
八
月
七
日
、
郁い
う

芳は
う

門
院
御
国
忌
也
、
未　
ノ

刻
許
参　
ル2

六
条　
ノ

御み

堂1 だ
う
ニ。


